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はじめに

『Oracle Solaris Studio 12.2インストールガイド』では、次のタスクの実行手順を説明
します。

■ パッケージインストーラを使用したOracle Solaris Studio 12.2ソフトウェアのイン
ストール

■ 必要なOracle Solaris 10パッチのインストール
■ 統合開発環境 (IDE)の実行
■ Oracle Solaris Studio 12.2ソフトウェアのアンインストール

注 –このOracle Solaris Studioのリリースは、SPARCおよび x86ファミリ
(UltraSPARC、SPARC64、AMD64、Pentium、Xeon EM64T)プロセッサアーキテク
チャーを使用するシステムをサポートしています。使用の Solarisオペレーティング
システムのバージョンに対するシステムのサポート状況は、ハードウェア互換性リ
スト (http://www.sun.com/bigadmin/hcl)をご参照ください。ここには、すべてのプ
ラットフォームごとの実装の違いについて説明されています。

このドキュメントでは、x86関連の用語は次のものを指します。

■ 「x86」は、64ビットおよび 32ビットの x86互換製品を指します。
■ 「x64」は、AMD 64または EM64Tシステムで、特定の 64ビット情報を指しま
す。

■ 「32ビット x86」は、x86ベースシステムで特定の 32ビット情報を指します。

サポートされるシステムについては、ハードウェアの互換性に関するリストを参照
してください。

対象読者
このマニュアルは、ソフトウェアのインストールを行うシステム管理者、およびソ
フトウェア開発アプリケーションを使用する開発者を対象にしています。Oracle
SolarisオペレーティングシステムとUNIXコマンドの使用経験があることを前提にし
ています。

7
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Oracle Solaris Studioドキュメントへのアクセス
マニュアルには、次の場所からアクセスできます。

■ マニュアルは、次に示すマニュアル索引のページからアクセスできます。http://

www.oracle.com/

technetwork/server-storage/solarisstudio/documentation/index.html。

■ IDEのすべてのコンポーネントのオンラインヘルプには、IDE内の「ヘルプ」メ
ニューだけでなく、FIキー、および多くのウィンドウやダイアログボックスにあ
る「ヘルプ」ボタンを使用してアクセスできます。

■ パフォーマンスアナライザとスレッドアナライザのオンラインヘルプには、パ
フォーマンスアナライザ内の「ヘルプ」メニューだけでなく、FIキー、および多
くのウィンドウやダイアログボックスにある「ヘルプ」ボタンを使用してアクセ
スできます。

■ DLightと dbxtoolのオンラインヘルプには、これらのツール内の「ヘルプ」メ
ニューだけでなく、FIキー、および多くのウィンドウやダイアログボックスにあ
る「ヘルプ」ボタンを使用してアクセスできます。

アクセシブルな製品マニュアル
マニュアルは、技術的な補足をすることで、ご不自由なユーザーの方々にとって読
みやすい形式のマニュアルを提供しております。アクセシブルなマニュアルは次の
表に示す場所から参照することができます。

マニュアルの種類 アクセシブルな形式と格納場所

マニュアルとチュートリアル HTML形式。http://docs.sun.comにあるOracle Solaris
Studio 12.2 Collection - Japaneseから選択

『Oracle Solaris Studio 12.2リリースの新
機能』(以前のリリースで、コンポーネ
ントのReadmeに含まれていた情報)

HTML形式。http://docs.sun.comにあるOracle Solaris
Studio 12.2 Collection - Japaneseから選択

マニュアルページ manコマンドを使用して、インストールされた製品内から
入手可能

オンラインヘルプ HTML形式。IDE、パフォーマンスアナライ
ザ、DLight、および dbxtoolの「ヘルプ」メニュー、「ヘ
ルプ」ボタン、および FIキーを使用して表示

リリースノート HTML形式。http://docs.sun.comにあるOracle Solaris
Studio 12.2 Collection - Japaneseから選択

はじめに
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関連するサードパーティのWebサイトリファレンス
このマニュアルには、詳細な関連情報を提供するサードパーティのURLが記載され
ています。

注 –このマニュアルで紹介するサードパーティWebサイトが使用可能かどうかにつ
いては、Oracleは責任を負いません。このようなサイトやリソース上、またはこれ
らを経由して利用できるコンテンツ、広告、製品、またはその他の資料について
も、Oracleは保証しておらず、法的責任を負いません。また、このようなサイトや
リソースから直接あるいは経由することで利用できるコンテンツ、商品、サービス
の使用または依存が直接のあるいは関連する要因となり実際に発生した、あるいは
発生するとされる損害や損失についても、Oracleは一切の法的責任を負いません。

表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用し
ます。

表P–1 表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -aを使用してすべてのファイルを
表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm filename
と入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザーズガイ
ド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメ
ニュー名、強調する単語を示しま
す。

第 5章「衝突の回避」を参照してくだ
さい。

この操作ができるの
は、「スーパーユーザー」だけです。

はじめに
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表 P–1 表記上の規則 (続き)
字体または記号 意味 例

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \

XV_VERSION_STRING’

コード例は次のように表示されます。

■ Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

■ Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]

■ BourneシェルおよびKornシェル

$ command y|n [filename]

■ BourneシェルおよびKornシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]

[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。

ドキュメント、サポート、およびトレーニング
追加のリソースについては、次のWebサイトを参照してください。

■ ドキュメント (http://docs.sun.com)
■ サポート (http://www.oracle.com/us/support/systems/index.html)
■ トレーニング (http://education.oracle.com) –左側のナビゲーションバーで Sun
へのリンクをクリックしてください。

はじめに
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ご意見の送付先
マニュアルの品質や使いやすさに関するご意見やご提案をお待ちしています。間違
いやその他の改善すべき箇所がありましたら、http://docs.sun.com

で「Feedback」をクリックしてお知らせください。ドキュメント名とドキュメントの
Part No.、および、可能な場合は章、節、ページ番号を記載してください。返答が必
要な場合はお知らせください。

Oracle技術ネットワーク (http://www.oracle.com/technetwork/index.html)で
は、Oracleソフトウェアに関するさまざまなリソースを提供しています。

■ 技術上の問題やソリューションについては、ディスカッションフォーラム
(http://forums.oracle.com)を参照してください。

■ 実践的なステップ・バイ・ステップのチュートリアルについては、Oracle By
Example (http://www.oracle.com/technology/obe/start/index.html)を参照してく
ださい。

■ サンプルコードのダウンロードについては、サンプルコード (http://
www.oracle.com/technology/sample_code/index.html)を参照してください。

はじめに
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インストールの準備

この章には、次の情報が含まれます。

■ 13ページの「ソフトウェアのインストールの概要」
■ 14ページの「システム要件」
■ 15ページの「インストーラのローカル表示とリモート表示の選択」
■ 16ページの「NFSマウントのファイルシステムへのインストール」
■ 17ページの「インストール方法の選択」

ソフトウェアのインストールの概要
この節では、Oracle Solaris Studio 12.2ソフトウェア、製品シリアル番号、およびサ
ポートソフトウェアをインストールする一般的な手順の概要を説明します。

手順 タスク 内容の説明 参照先

1. Oracle Solaris Studio 12.2ソフト
ウェアのインストール先のシステ
ムが、このリリースの最小ハード
ウェアおよびソフトウェア要件を
満たしていることを確認します。

適切なパフォーマンスを得
るために、システム要件に
合ったシステムを使用する
ことをお勧めします。

14ページの「システ
ム要件」を参照

2. ローカル表示とリモート表示のど
ちらでインストーラを使用するか
を決定します。

Oracle Solaris Studioソフト
ウェアは、リモート表示ま
たはローカル表示のどちら
を使用してもインストール
できます。

15ページの「インス
トーラのローカル表
示とリモート表示の
選択」を参照

3. インストール方法を選択します。 Oracle Solaris Studioソフト
ウェアをインストールする
には、次の 2通りの方法が
あります。

17ページの「インス
トール方法の選
択」を参照

1第 1 章
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4. Oracle Solaris Studio 12.2ソフト
ウェアと必要なOSパッチをインス
トールします。

手順に従ってインストール
を行います。

19ページの「Oracle
Solaris Studioソフト
ウェアのインス
トール」を参照

システム要件
Oracle Solaris Studio 12.2ソフトウェアのハードウェアおよびオペレーティングシステ
ム要件は、表 1–1に示すとおりです。

注 –このリリースのディスク容量要件および重要な最新情報について
は、http://docs.sun.com/app/docs/doc/821-1785にあるリリースノートを参照して
ください。

表 1–1 システム要件

Solaris OS SPARCベースシステム

Solaris OS x86
ベースシス
テム Linux OS x86ベースシステム

オペレーティングシステ
ム

Solaris 10 1/06およびそれ以降の Solaris 10 OS
更新版

SuSE Linux Enterprise
Server 11

RedHat Enterprise Linux 5

Oracle Enterprise Linux 5

CPU Sun UltraSPARCベースシステム

Fujitsu SPARC64プラット
フォームベースシステム

AMDおよび Intel x86 CPUベースの
32および 64ビットシステム (Pentium
クラス以降)

メモリー 推奨: 1G～ 2Gバイト

最小: 512Mバイト (IDEで大規模なプロジェクトの作業を行う際はさら
に必要となる場合がある)

インストーラに必要な一
時ディスク容量

1.8Gバイト 1.5Gバイ
ト

1Gバイト

インストールされた製品
に必要なディスク容量
(df -kコマンドを使用し
てディスク容量を確認)

1.4Gバイト 1.13Gバイ
ト

1.12Gバイト

スワップ空間 推奨: 2G～ 4Gバイト

最小: 1Gバイト

システムにスワップ空間を追加するにあたっては、41ページの「ス
ワップ空間の追加」を参照してください。

システム要件
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表 1–1 システム要件 (続き)

Solaris OS SPARCベースシステム

Solaris OS x86
ベースシス
テム Linux OS x86ベースシステム

オペレーティングシステ
ム構成

Solaris 10 OSの場合:全体 Solarisソフトウェア
グループとOEMサポート、全体 Solarisソフ
トウェアグループ、または開発者 Solarisソフ
トウェアグループ。オペレーティングシステ
ム構成を確認するには、インストールした
パッケージを確認する必要があります。それ
ぞれの構成に固有のパッケージがインス
トールされます。詳細は、Solaris OSのイン
ストールマニュアルを参照してください。

Linux OSには開発または
ライブラリパッケージグ
ループを含める必要があ
ります。

IDE、dbxtool、DLight、およびパフォーマンスアナライザを実行するには、Java SE
Development Kit (JDK) 6 Update 13以降が必要です。これらのツールを使用する予定が
あり、必要な JDKが手元にない場合は、Oracle Solaris Studioのインストール後
に、http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/downloads/index.htmlから
JDKをダウンロードしてインストールすることができます。

インストーラのローカル表示とリモート表示の選択
Oracle Solaris Studio 12.2ソフトウェアのインストール中は、インストーラをローカル
表示またはリモート表示のいずれかに設定できます。

■ ローカル表示。ソースコンピュータとディスプレイコンピュータが同じで
す。GUIインストーラウィンドウまたは非GUIインストーラのメッセージは、製
品DVDまたはダウンロードファイルを含み、インストーラを実行する同じコン
ピュータに表示されます。

■ リモート表示。ソースコンピュータとディスプレイコンピュータが別々で
す。ソースコンピュータに製品DVDまたはダウンロードしたファイルをセット
してインストーラを実行します。ディスプレイコンピュータは、GUIインス
トーラウィンドウまたは非GUIインストーラのメッセージを表示します。リ
モート表示を使用してインストールする場合は、この節の以降の指示に従ってく
ださい。

▼ リモート表示によるインストールの準備
ディスプレイコンピュータで、コマンド行に次のように入力し、クライアントからX
サーバーにアクセスできるようにします。
xhost + source-computer-name

1
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source-computer-nameには、ソースコンピュータ (製品DVDまたはダウンロードした
ファイルを含むコンピュータ)で /usr/bin/hostnameコマンドを実行したときに出力
される名前を入力します。

ソースコンピュータにログインし、スーパーユーザー (root)になります。
rlogin source-computer-name -l rootname
Password: root-password

ソースコンピュータで、ディスプレイコンピュータに接続されたモニターを表示先
に設定します。
Cシェルを使用する場合は、次のように入力します。
setenv DISPLAY display-computer-name:n.n

Bourneシェルを使用する場合は、次のように入力します。

DISPLAY=display-computer-name:n.n
export DISPLAY

Kornシェルを使用する場合は、次のように入力します。

export DISPLAY=display-computer-name:n.n

display-computer-nameには、ディスプレイコンピュータで /usr/bin/hostnameを実行
したときに表示される名前を入力します。

NFSマウントのファイルシステムへのインストール
NFSマウントのファイルシステムにOracle Solaris Studioソフトウェアをインストール
するには、NFSパーティションがマウントされている場所に関係なく、サポートさ
れているシステムでインストーラを実行する必要があります。次の手順で
は、サーバーは、インストールするソフトウェアが置かれる物理ディスクのあるマ
シン、クライアントは、インストーラを実行してサーバーからファイルシステムを
NFSマウントするマシンです。

注 – NFSマウントのファイルシステムとして製品イメージを共有する最良の方法
は、サポートされている 1台のシステムからそのイメージをエクスポートすること
です。サーバーでインストーラを実行し、ソフトウェアがインストールされている
ディレクトリを共有設定します。次のNFSインストール手順は、NFSサーバーが製
品でサポートされているプラットフォームでない場合にのみ使用します。

ファイルシステムをマウントしたら、グラフィカルユーザーインタフェース
(Graphical User Interface、GUI)のインストーラまたは非GUIのインストーラをクライ
アントマシンで実行して、Oracle Solaris Studio製品をサーバーにインストールできま
す。Oracle Solaris Studio 12.2ソフトウェアのインストールディレクトリとし
て、ファイルシステムをマウントしたディレクトリを指定します。
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ソフトウェアのインストールが終了すると、Oracle Solaris 10 OSが動作するあらゆる
マシンで、ソフトウェアをインストールしたサーバーからファイルシステムをマウ
ントして、ソフトウェアを実行できます。ソフトウェアを実行する各クライアント
マシンには、必要なOSパッチをインストールする必要があります (付録D「パッチ
の識別番号と説明」を参照)。パッチは、install_patchesユーティリティーを使用し
てインストールできます (25ページの「必要なOracle Solaris OSパッチのインス
トール」を参照)。

NFSマウントのファイルシステムにインストールされたOracle Solaris Studioソフト
ウェアをアンインストールするには、インストールに使用したのと同じクライアン
トマシンでアンインストーラを実行する必要があります。このとき、アンインス
トーラを実行する前にファイルシステムをマウントしておいてください。

▼ NFSマウントのファイルシステムにOracle Solaris
Studioソフトウェアをインストールする準備をす
る

サーバーマシンで、適切なオプションを付けてファイルシステムを共有設定しま
す。インストーラを実行するクライアントマシンの rootは、NFSファイルシステムに
対する完全なアクセス権を持っている必要があります。
share -F nfs -o root=client-machine,rw filesystem

クライアントマシンで、読み取り/書き込みアクセス権付きで共有ファイルシステム
をマウントします。
mount server-machine:filesystem installation-directory

インストール方法の選択
Oracle Solaris Studio 12.2ソフトウェアをインストールするには、次の 2通りの方法が
あります。

パッケージインストーラ、グラフィカル
ユーザーインタフェース (Graphical User
Interface、GUI)モード

グラフィカルユーザーインタフェースのインス
トーラは、一連のインストール手順ページを表示す
るインストールウィザードです。どのページで
も、終了、前の手順に戻る、または次の手順に進む
操作をできます。インストールディレクトリと、イ
ンストールするOracle Solaris Studio 12.2ソフト
ウェアをコンポーネント単位で選択できます。また
は、インストーラを実行して実行時ライブラリのみ
をインストールできます。
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パッケージインストーラ、非GUIモード 非GUIモードのパッケージインストーラで
は、メッセージが表示されずに、Oracle Solaris Studio
12.2のすべてのコンポーネント、または実行時ライ
ブラリのみがインストールされます。

インストール方法の選択
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Oracle Solaris Studio 12.2ソフトウェアのイ
ンストール

この章には、次の情報が含まれます。

■ 19ページの「Oracle Solaris Studioソフトウェアのインストール」
■ 25ページの「必要なOracle Solaris OSパッチのインストール」
■ 26ページの「開発ツールとマニュアルページ用の環境変数の設定」
■ 27ページの「Oracle Solaris Studio 12.2 IDEの起動」

Oracle Solaris Studioソフトウェアのインストール
Oracle Solaris Studio 12.2ソフトウェアと必要なOSパッチを単一ユーザーシステムに
インストールできます。また、このソフトウェアとOSパッチを、同じアーキテク
チャーのクライアントシステムが使用するサーバーにインストールした後に、OS
パッチを、サーバー上のOracle Solaris Studioソフトウェアにアクセスする各クライア
ントシステムにインストールすることもできます。

ヒント –ネットワークからのインストールには相当な時間がかかるため、可能であれ
ば、ソフトウェアをインストールする予定の各システムにインストールバンドルの
コピーを作成し、インストーラをローカルで実行してください。

ゾーンへのインストール
ソフトウェアを Solaris 10システムのゾーンにインストールするには、そのゾーンで
インストーラを実行します。大域ゾーンでインストールを行い、ソフトウェアをそ
のゾーンのみで使用できるようにするには、GUIインストーラの「現在のゾーンの
みでインストールする」チェックボックスのチェックマークを付けるか、非GUIイ
ンストーラの起動時に --current-zone-onlyオプションを指定します。
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代替ルートディレクトリへのインストール
代替ルートディレクトリを使用してソフトウェアをインストールする場合は、非
GUIインストーラを --use-alternative-root directoryオプションとともに使用しま
す。

複数システムへのインストール
ソフトウェアを複数システムにインストールするには、GUIインストーラを起動す
るときに --recordstate_file.xmlオプションを使用してインストールを記録できま
す。これにより、非GUIインストーラで --state state_file.xmlオプションを指定し
て、インストールを繰り返すことができます。

グラフィカルユーザーインタフェースのインス
トーラを使用したOracle Solaris Studioのインス
トール
グラフィカルユーザーインタフェース (Graphical User Interface、GUI)のインストーラ
を使用すれば、インストールディレクトリと、インストールするOracle Solaris Studio
12.2ソフトウェアをコンポーネント単位で選択できます。GUIインストーラを起動
するときの有効なコマンド行オプションの一覧については、37ページの「GUIイン
ストーラのコマンド行オプション」を参照してください。

GUIインストーラを使用するには、Java 2ソフトウェア開発キット (JDK) 5 Update 3が
必要です。

▼ GUIインストーラによるインストール

現在スーパーユーザー (root)になっていない場合は、次のように入力して
スーパーユーザーになります。
su

Password: root-password

インストーラがあるディレクトリで、次のように入力してインストーラを起動しま
す。
./SolarisStudio12.2-OS-platform-pkg-ML.sh

「システム分析」ページに次の情報が示されます。

■ システムに必要なOSパッチがない場合。
これらのパッチをインストールする必要がある場合は、次の方法でインストール
できます。

1
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■ 「詳細情報」をクリックしてから、「install_patches.shを今すぐ実行」をク
リックします。

■ Oracle Solaris Studioのインストール後に、install_patches.shユーティリ
ティーをコマンド行から実行します。

install_patches.shユーティリティーを起動するときの有効なコマンド行オプ
ションの一覧については、40ページの「install_patches.shユーティリティーの
コマンド行オプション」を参照してください。

サーバーのOracle Solaris Studio 12.2ソフトウェアを使用するクライアントシステ
ムには、install_patches.shユーティリティーを使用して、必要なOSパッチも
インストールする必要があります。詳細については、25ページの「必要なOracle
Solaris OSパッチのインストール」を参照してください。

■ IDE、dbxtool、DLight、およびパフォーマンスアナライザの実行に必要な JDK 6
Update 13がシステムにインストールされていない場合。これらのツールを使用す
る予定がある場合は、http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/

downloads/index.htmlから必要な JDKをダウンロードできます。

「Oracle Solaris Studioインストーラ」ページでは、インストールするOracle Solaris
Studioソフトウェアのコンポーネントを選択できます。

a. ソフトウェアのすべてのコンポーネントをインストールするには、「次へ」をク
リックします。

b. インストールするソフトウェアコンポーネントを選択する場合は、「ユーザー定
義」をクリックします。「インストールをカスタマイズ」ダイアログボックスに
は、コンポーネントの一覧が表示され、インストール済みのコンポーネントはイ
ンストール済みであることが示されます。インストールしないコンポーネントに
ついては、そのチェックボックスのチェックマークを外します。「OK」をク
リックし、「次へ」をクリックします。

注 –実行時ライブラリのみをインストールする場合は、インストーラの起動時
に、--libraries-onlyオプションが指定されている必要があります (23ページ
の「GUIインストーラを使用した実行時ライブラリのみのインストール」を参照)。

「Oracle Solaris Studioのインストール」ページで、次の操作を実行します。

a. ソフトウェアをデフォルトのインストールディレクトリ /optにインストールしな
い場合は、別のインストールディレクトリを指定します。すでにインストールさ
れているOracle Solaris Studio 12.2ソフトウェアコンポーネントがある場合、インス
トーラは同じディレクトリに追加のコンポーネントのみをインストールします。

b. デフォルトでは、インストーラは、Oracle Solaris Studio 12.2ソフトウェアとマ
ニュアルページへのシンボリックリンクを /usr/binディレクトリと
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/usr/share/manディレクトリに作成します。以前の Sun Studioリリースへのシン
ボリックリンクが /usr/binと /usr/share/manにすでに存在する場合、Oracle
Solaris Studio 12.2へのリンクによってそのシンボリックリンクは置き換えられま
す。シンボリックリンクを作成しない場合や、以前のリリースへのリンクを置き
換えない場合は、「/usr/binにシンボリックリンクを作成」チェックボックスの
チェックマークを外します (Oracle Solaris Studio 12.2へのリンクがすでにインス
トールされている場合、チェックボックスは表示されません)。

c. ゾーンがあるシステムでインストーラを実行している場合は、「Oracle Solaris
Studioソフトウェアを現在のゾーンのみにインストールする」チェックボックス
が表示されます。デフォルトでは、インストーラはソフトウェアを現在のゾーン
のみにインストールします。ソフトウェアをすべてのゾーンにインストールする
場合は、このチェックボックスのチェックマークを外します。大域ゾーンでイン
ストーラを実行する場合、現在のゾーンのみでインストールを実行すると、イン
ストールされた製品は大域ゾーンのみに表示されます。

d. 「次へ」をクリックします。

「サマリー」ページで、インストールするコンポーネントの一覧が正しいこと、お
よびシステムにインストールのための十分な空き容量があることを確認します。次
に、「インストール」をクリックしてインストールを起動します。

インストールが完了すると、「セットアップ完了」ページが表示されます。「完
了」をクリックしてインストーラを終了します。

インストールが終了するとWebブラウザが開き、Sun Online Accountを使用してOracle
Solaris Studioのライセンスを Sun Inventoryに登録することが求められます。登録は必
須ではありませんが、登録するとお使いの製品情報を Sun Inventory内で整理するこ
とが可能になり、Sunからタイムリーな情報が提供されます。このOracle Solaris
Studioのライセンスはローカルのサービスタグデータベースにも登録されます (この
サービスが利用可能な場合)。

Oracle Solaris Studio 12.2をクライアントシステムから使用する場合は、サーバーにあ
るOracle Solaris Studio 12.2ソフトウェアとマニュアルページにアクセスするための
PATHと MANPATHを各クライアントシステムに設定します (26ページの「開発ツール
とマニュアルページ用の環境変数の設定」を参照)。

Oracle Solaris Studio 12.2ソフトウェアをシングルユーザーシステムにインストールし
た場合は、次のように入力して、Oracle Solaris Studio 12.2ソフトウェアのツールおよ
びマニュアルページへのアクセス設定が必要かどうかを確認します。
/usr/bin/version

a. /usr/bin/version: not found というメッセージが表示されるか、以前の
バージョンの Sun Studioソフトウェアが報告された場合は、26ページの「開発
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ツールとマニュアルページ用の環境変数の設定」の、Oracle Solaris Studio 12.2ソフ
トウェア用の PATHおよび MANPATHの設定の説明を参照してください。

b. Oracle Solaris Studio 12.2ソフトウェアが報告された場合、PATHと MANPATHを設定す
る必要はありません。

GUIインストーラを使用した実行時ライブラリの
みのインストール
GUIインストーラを使用して、Oracle Solaris Studio実行時ライブラリのみをインス
トールすることができます。

注 –インストーラを実行してライブラリのみをインストールする場合、最初にアンイ
ンストーラを実行してライブラリをアンインストールしないと、後でインストーラ
を実行して追加のコンポーネントをインストールすることはできません。

▼ GUIインストーラによるインストール

現在スーパーユーザー (root)になっていない場合は、次のように入力して
スーパーユーザーになります。
su

Password: root-password

インストーラがあるディレクトリで、次のように入力してインストーラを起動しま
す。
./SolarisStudio12.2-OS-platform-pkg-ML.sh --libraries-only

「Oracle Solaris Studioインストーラ」ページで、「次へ」をクリックします。

ライブラリをデフォルトのインストールディレクトリ /optにインストールしない場
合は、「Oracle Solaris Studioのインストール」ページで異なるインストールディレク
トリを指定します。

「サマリー」ページで、システムにインストールのための十分な空き容量があるこ
とを確認します。次に、「インストール」をクリックしてインストールを起動しま
す。

インストールが完了すると、「セットアップ完了」ページが表示されます。「完
了」をクリックしてインストーラを終了します。
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非GUIインストーラを使用したOracle Solaris
Studioのインストール
非GUIインストーラは、デフォルトで、Oracle Solaris Studio 12.2ソフトウェアのすべ
てのコンポーネントを、メッセージを表示せずにデフォルトのインストールディレ
クトリにインストールします。インストーラを --installation-location directoryオ
プションを使用して起動すると、選択したディレクトリにすべてのコンポーネント
をインストールすることができます。インストーラを --libraries-onlyオプション
を使用して起動すると、実行時ライブラリのみをインストールできます (25ページ
の「非GUIインストーラを使用した実行時ライブラリのみのインストール」を参
照)。非GUIインストーラを起動するときの有効なコマンド行オプションの一覧につ
いては、38ページの「非GUIインストーラのコマンド行オプション」を参照してく
ださい。

▼ 非GUIインストーラによるインストール

スーパーユーザー (root)になっていない場合は、次のように入力して
スーパーユーザーになります。
su

Password: root-password

インストーラがあるディレクトリで、次のように入力してインストーラを起動しま
す。
./SolarisStudio12.2-OS-platform-pkg-ML.sh --non-interactive

インストーラはメッセージを表示せずに動作し、インストールが完了するとプロン
プトを返します。インストーラはログファイルをディレクトリ /root/.nbi/logsに書
き込みます。

Oracle Solaris Studio 12.2をクライアントシステムから使用する場合は、サーバーにあ
るOracle Solaris Studio 12.2ソフトウェアとマニュアルページにアクセスするための
PATHと MANPATHを各クライアントシステムに設定します (26ページの「開発ツール
とマニュアルページ用の環境変数の設定」を参照)。

Oracle Solaris Studio 12.2ソフトウェアをシングルユーザーシステムにインストールし
た場合は、次のように入力して、Oracle Solaris Studio 12.2ソフトウェアのツールおよ
びマニュアルページへのアクセス設定が必要かどうかを確認します。
/usr/bin/version

a. /usr/bin/version: not found というメッセージが表示されるか、以前の
バージョンの Sun Studioソフトウェアが報告された場合は、26ページの「開発
ツールとマニュアルページ用の環境変数の設定」の、Oracle Solaris Studio 12.2ソフ
トウェア用の PATHおよび MANPATHの設定の説明を参照してください。

1

2

3

4

5

Oracle Solaris Studioソフトウェアのインストール

Oracle Solaris Studio 12.2インストールガイド • 2010年 9月24



b. Oracle Solaris Studio 12.2ソフトウェアが報告された場合、PATHと MANPATHを設定す
る必要はありません。

非GUIインストーラを使用した実行時ライブラリ
のみのインストール
非GUIインストーラを使用して、Oracle Solaris Studio実行時ライブラリのみをインス
トールすることができます。

注 –インストーラを実行してライブラリのみをインストールする場合、最初にアンイ
ンストーラを実行してライブラリをアンインストールしないと、後でインストーラ
を実行してOracle Solaris Studioソフトウェアをインストールすることはできません。

▼ 非GUIインストーラによるインストール

スーパーユーザー (root)になっていない場合は、次のように入力して
スーパーユーザーになります。
su

Password: root-password

インストーラがあるディレクトリで、次のように入力してインストーラを起動しま
す。
./SolarisStudio12.2-OS-platform-pkg-ML.sh --non-interactive --libraries-only

インストーラはメッセージを表示せずに動作し、インストールが完了するとプロン
プトを返します。インストーラはログファイルをディレクトリ /root/.nbi/logsに書
き込みます。

必要なOracle Solaris OSパッチのインストール
Solaris OSでOracle Solaris Studio 12.2リリースのコンパイラとツールが正しく動作する
ためには、いくつかのオペレーティングシステムパッチが必要になります (「付
録D「パッチの識別番号と説明」」を参照)。必要な Solaris OSパッチをインス
トールするには、製品ダウンロードに含まれる install_patches.shユーティリ
ティーを実行できます。

GUIインストーラでは、必要なOSパッチがない場合、「システム分析」ページにそ
の情報が表示されます。「詳細情報」をクリックしてから「install_patches.shを今す
ぐ実行」をクリックすると、install_patches.shユーティリティーを実行すること
ができます。

1

2

3

必要なOracle Solaris OSパッチのインストール
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非GUIインストーラを実行する場合、インストール後に install_patches.sh

ユーティリティーを実行し、必要なOSパッチがシステムに存在することを確認しま
す。

Oracle Solaris Studio 12.2ソフトウェアをサーバーにインストールし、そのソフト
ウェアをクライアントから使用する場合は、次の処理を行います。

1. 各クライアントシステムで、パッケージインストーラをダウンロードした
サーバー上のディレクトリをマウントします。

mount server:filesystem download_directory
2. 各クライアントシステムで、install_patches.shユーティリティーを実行し、必
要な Solaris OSパッチをインストールします。

開発ツールとマニュアルページ用の環境変数の設定
Oracle Solaris Studio 12.2ソフトウェア製品のコンポーネントとマニュアルページはシ
ステムディレクトリ /usr/bin/と /usr/share/manにインストールされません。した
がって、Oracle Solaris Studio 12.2ソフトウェアが使用できるように、PATHと MANPATH

環境変数の変更が必要になる場合があります。

次の場合、パスを変更する必要はありません。

■ 以前に、Sun Studio 11、Sun Studio 12、または Sun Studio 12 Update 1ソフトウェア
をシステムにインストールしていない。

■ /usr/bin/versionコマンドでOracle Solaris Studio 12.2ソフトウェアが報告され
た。

Solarisプラットフォームの場合は、パス /installation_directory /solstudio12.2/binを
PATH環境変数に追加します。Linuxプラットフォームの場合は、パス
/installation_directory /oracle/solstudio12.2/binを PATH環境変数に追加します。以前
のバージョンの Sun Studio、Sun ONE Studio、または Forte Developerソフトウェアを
インストールしている場合は、以前のバージョンのインストールのパスの前にパス
を追加します。

Solarisプラットフォームの場合は、パス /installation_directory /solstudio12.2/man/を
MANPATH環境変数に追加します。Linuxプラットフォームの場合は、パス
/installation_directory /sun/solstudio12.2/man/を MANPATH環境変数に追加します。

開発ツールとマニュアルページ用の環境変数の設定
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Oracle Solaris Studio 12.2 IDEの起動
Oracle Solaris Studio 12.2ソフトウェアと必要なOSパッチをインストールして、パス
にそのソフトウェアインストールディレクトリを追加すると、ソフトウェアを起動
できます。IDEを起動するには、次のように入力します。

solstudio &

注 –このコマンドのフルパスは、Solarisシステムの場合は /installation_directory
/solstudio12.2/bin/solstudioに、Linuxプラットフォームの場合は
/installation_directory/oracle/solstudio12.2/bin/solstudio になります。

Oracle Solaris Studio 12.2 IDEの起動
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Oracle Solaris Studio 12.2ソフトウェアのア
ンインストール

この章には、次の情報が含まれます。

■ 29ページの「以前のリリースの Sun Studioソフトウェアがインストールされてい
る場合のアンインストール」

■ 29ページの「アンインストーラのローカル表示とリモート表示の選択」
■ 30ページの「ソフトウェアのアンインストール」

以前のリリースの Sun Studioソフトウェアがインス
トールされている場合のアンインストール

以前の Sun StudioソフトウェアがインストールされているシステムにOracle Solaris
Studio 12.2ソフトウェアをインストールすると、アンインストーラの実行時にOracle
Solaris Studio 12.2のみが削除されます。アンインストーラでは、インストール済みの
すべての製品コンポーネントが削除されます。

アンインストーラのローカル表示とリモート表示の選択
Oracle Solaris Studio 12.2ソフトウェアのアンインストール時には、アンインストーラ
をローカル表示またはリモート表示できます。

▼ リモート表示によるアンインストールの準備
ディスプレイコンピュータで、コマンド行に次のように入力し、クライアントからX
サーバーにアクセスできるようにします。
xhost + source-computer-name

3第 3 章
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source-computer-nameには、ソースコンピュータ (製品CD-ROMまたはダウンロード
したファイルを含むコンピュータ)で /usr/bin/hostnameコマンドを実行したときに
出力される名前を入力します。

ソースコンピュータにログインし、スーパーユーザー (root)になります。
rlogin source-computer-name -l rootname
Password: root-password

ソースコンピュータで、ディスプレイコンピュータに接続されたモニターを表示先
に設定します。
Cシェルを使用する場合は、次のように入力します。
setenv DISPLAY display-computer-name:n.n

Bourneシェルを使用する場合は、次のように入力します。

DISPLAY=display-computer-name:n.n
export DISPLAY

Kornシェルを使用する場合は、次のように入力します。

export DISPLAY=display-computer-name:n.n

display-computer-nameには、ディスプレイコンピュータで /usr/bin/hostnameを実行
したときに表示される名前を入力します。

ソフトウェアのアンインストール
グラフィカルユーザーインタフェースまたは非GUIのアンインストーラを使用し
て、Oracle Solaris Studio 12.2ソフトウェアのインストール済みのすべてのコンポーネ
ントをアンインストールできます。

▼ GUIアンインストーラによるアンインストール
スーパーユーザー (root)になっていない場合は、次のように入力して
スーパーユーザーになります。
su

Password: root-password

インストールディレクトリ (例: /opt/solstudio12.2)に移動します。

次のように入力して、GUIアンインストーラを起動します。
./uninstall.sh &

「サマリー」ページで「アンインストール」をクリックして、アンインストールを
開始します。

2

3

1

2

3

4

ソフトウェアのアンインストール
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アンインストールが完了すると、「セットアップ完了」ページが表示されま
す。「完了」をクリックしてアンインストーラを終了します。

▼ 非GUIアンインストーラによるアンインストール
スーパーユーザー (root)になっていない場合は、次のように入力して
スーパーユーザーになります。
su

Password: root-password

インストールディレクトリ (例: /opt/sunstudio12.2)に移動します。

次のように入力して、非GUIアンインストーラを起動します。
./uninstall.sh --non-interactive

アンインストーラはメッセージを表示せずに動作し、アンインストールが完了する
とプロンプトを返します。

5
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4

ソフトウェアのアンインストール
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トラブルシューティング

この章では、Oracle Solaris Studio 12.2のインストール時やアンインストール時に発生
する可能性がある問題に対処する方法について説明します。

この章には、次の情報が含まれます。

■ 33ページの「TMPDIRが、すべてのユーザーに書き込みを許可するディレクトリ
を指していない場合、GUIインストーラが失敗する」

■ 34ページの「GUIインストーラを起動するときにGNOMEエラーが発生する場
合がある」

■ 34ページの「インストーラのロックファイルが原因でインストーラを起動でき
ない場合がある」

■ 34ページの「失敗したインストールまたはアンインストールの対処」
■ 36ページの「NFSマウント済みファイルシステムでは、書き込み権限が設定され
ていない場合、インストールが失敗する」

■ 36ページの「インストールログファイルの表示」

TMPDIRが、すべてのユーザーに書き込みを許可する
ディレクトリを指していない場合、GUIインストーラが
失敗する

Oracle Solaris Studioソフトウェアへのシンボリックリンクを /usr/binと
/usr/man/shareディレクトリにインストールするように選択しており、TMPDIR環境
変数が、すべてのユーザーに書き込みを許可するディレクトリを指していない場
合、GUIインストーラはインストールを完了できません。この状態の発生を回避す
るには、TMPDIR環境変数を設定解除するか、すべてのユーザーに書き込みを許可す
るディレクトリに設定してからインストーラを起動します。

4第 4 章
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GUIインストーラを起動するときにGNOMEエラーが発生
する場合がある

一部のシステムでは、GUIインストーラを起動するときにGNOMEエラーが発生す
る場合があります。このエラーによりGUIインストーラを起動できない場合は、非
GUIインストーラを使用してください。

インストーラのロックファイルが原因でインストーラを
起動できない場合がある

インストーラがインストールを完了することなく中断または終了した場合、ロック
ファイルが原因でインストーラを再起動できない場合があります。インストーラを
起動するときに、インストーラのインスタンスはすでに実行されているという
メッセージが表示される場合、/root/.nbiディレクトリからのロックファイルの削
除が必要になる場合があります。

失敗したインストールまたはアンインストールの対処
Solarisプラットフォームでは、インストーラは、インストールしたOracle Solaris
Studio 12.2パッケージに関する情報を次の 2つの場所に格納します。

■ 製品レジストリファイル、Solaris製品レジストリデータベース
■ /root/.nbiディレクトリ

Linuxプラットフォームでは、インストーラは、インストールしたOracle Solaris
Studio 12.2パッケージに関する情報を次の 2つの場所に格納します。

■ インストール済みパッケージのデータベース
■ /root/.nbiディレクトリ

一部のパッケージが適切にインストールされていない場合、Oracle Solaris Studioソフ
トウェアの使用時に問題が発生します。また、追加のコンポーネントのインス
トール時や、ソフトウェアのアンインストール時に問題が発生する場合もありま
す。

たとえば、インストールが完了する前にインストーラが終了した場合、アンインス
トーラ (uninstall.sh)がインストールディレクトリに表示されない場合がありま
す。または、pkgaddコマンドを使用して任意のパッケージをインストールした場
合、/root/.nbiディレクトリ内の productregistryファイルまたは product-cache

ディレクトリが破壊される場合があります。この場合、アンインストーラでは
パッケージをアンインストールできません。パッケージを正しい方法で削除し
て、インストーラを再起動できるようにする必要があります。

GUIインストーラを起動するときにGNOMEエラーが発生する場合がある
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すべての製品ファイルが削除される前にアンインストーラが終了した場合、アンイ
ンストーラを再度実行しても残りのファイルは削除されません。残りのファイルを
正しい方法で削除して、製品のアンインストールを完了する必要があります。

製品をアンインストールするために、インストールディレクトリを削除しないでく
ださい。パッケージは製品レジストリデータベースと /root/.nbiディレクトリに依
然として登録されているため、インストーラを実行できません。

▼ Solarisプラットフォームで失敗したインストール
またはアンインストールの対処

次のように入力してスーパーユーザーになります。
su

Password: root-password

次のように入力し、Solaris Product Registryツールを起動します。
/usr/bin/prodreg &

ツールの左区画で、「未分類のソフトウェア」ノードを展開します。

Oracle Solaris Studio 12.2が含まれているすべてのパッケージ名を選択して、「アンイ
ンストール」をクリックします。手順に従ってパッケージを削除します。

「終了」をクリックしてツールを終了します。

次のように入力して、/root/.nbiディレクトリを削除します。
rm -r /.nbi

▼ Linuxプラットフォームで失敗したインストール
またはアンインストールの対処

次のように入力してスーパーユーザーになります。
su

Password: root-password

次のように入力して、すべてのOracle Solaris Studioパッケージを確認します。
rpm -q -a | grep solstudio12.2

次のように入力して、各Oracle Solaris Studio 12.2の rpmパッケージを削除します。
rpm -e package-name

1
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失敗したインストールまたはアンインストールの対処
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Oracle Solaris Studio 12.2 rpmパッケージには、たとえば solstudio12u2-cc-12.2-1のよ
うに、サフィックス 12.2-1が付加されます。Sun Studioリリースからパッケージを削
除しないでください。Sun Studioリリースには異なるサフィックスが付いています。

次のように入力して、/root/.nbiディレクトリを削除します。
rm -r /.nbi

NFSマウント済みファイルシステムでは、書き込み権限
が設定されていない場合、インストールが失敗する

NFSマウント済みファイルシステムでインストールが失敗した場合、そのファイル
システムに対する書き込み権限を保有していることを確認してください。書き込み
権は、次の手順を実行すると確認できます。NFSマウント済みファイルシステムで
のインストール方法については、16ページの「NFSマウントのファイルシステムへ
のインストール」を参照してください。

1. 次のように入力して、書き込み権があるかどうかを確認します。

touch /net/remote-system/opt/testfile

エラーメッセージが表示された場合、書き込み権はありません。次に例を示しま
す。

touch /net/harker/opt/testfile

touch: /net/harker/opt/testfile cannot create

2. 書き込み権を持つ別のインストールディレクトリを選択するか、またはファイル
システムのアクセス権を変更するようにシステム管理者に依頼してください。

インストールログファイルの表示
Oracle Solaris Studio 12.2ソフトウェアをインストールすると、インストール
セッションの記録を含むログファイルが自動的に生成されます。ログファイルは
/root/.nbi/logsに書き込まれます。

4

NFSマウント済みファイルシステムでは、書き込み権限が設定されていない場合、インストールが失敗する

Oracle Solaris Studio 12.2インストールガイド • 2010年 9月36



インストーラ、アンインス
トーラ、install_patchesユーティリ
ティーのコマンド行オプション

GUIインストーラのコマンド行オプション
GUIインストーラを起動するときの有効なコマンド行オプションは次のとおりで
す。

--current-zone-only 現在のゾーンのみにインストールします。イン
ストーラを大域ゾーンで実行する場合、このオ
プションを使用すると、インストールする製品
はそのゾーンでのみ使用可能になります。

--help オプションに関する情報を表示します。

--javahome directory インストーラを実行するときに directory内の
JDKを使用します。インストーラがシステムの
標準の場所で JDKを見つけられない場合に、こ
のオプションを使用して JDKの場所を示す必要
があります。

--libraries-only 実行時ライブラリのみをインストールします。

--locale locale 指定した localeを使用して、インストーラのデ
フォルトロケールをオーバーライドします。有
効なロケールは、en (英語)、ja (日本語)、zh (簡
体字中国語)です。

--output output_file インストーラのすべての出力を、指定した
ファイルに書き込みます。

A付 録 A
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--record state_file.xml GUIインストーラのインストーラセッションを
記録します。この記録を使用すれば、別のシス
テムで非GUIインストーラを使用してインス
トールを繰り返すことができます。このオプ
ションは、製品コンポーネントのサブセットを
複数システムにインストールする場合に特に役
立ちます。

--tempdir directory デフォルトで、インストーラは一時データを
/tmpディレクトリに抽出します。十分な空き容
量がシステムの /tmpディレクトリにない場
合、インストーラ用の別のディレクトリを指定
できます。

--verbose 詳細な出力をコンソールに書き込みます。

非GUIインストーラのコマンド行オプション
非GUIインストーラを起動するときの有効なコマンド行オプションは次の通りで
す。

--create-symlinks Oracle Solaris Studio 12.2ソフトウェアとマニュア
ルページへのシンボリックリンクを /usr/bin

ディレクトリと /usr/share/manディレクトリに
作成します。

--current-zone-only 現在のゾーンのみにインストールします。イン
ストーラを大域ゾーンで実行する場合、このオ
プションを使用すると、インストールする製品
はそのゾーンでのみ表示されます。

--extract-installation-data directory インストールデータを抽出し、インストールを
実行しません。

--help オプションに関する情報を表示します。

--installation-location directory Oracle Solaris Studioソフトウェアを、デフォルト
のインストールディレクトリ /optではなく、指
定したディレクトリにインストールします。

--javahome directory インストーラを実行するときに directory内の
JDKを使用します。インストーラがシステムの
標準の場所で JDKを見つけられない場合に、こ
のオプションを使用して JDKの場所を示す必要
があります。

--libraries-only 実行時ライブラリのみをインストールします。

非GUIインストーラのコマンド行オプション
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--locale locale 指定した localeを使用して、インストーラのデ
フォルトロケールをオーバーライドします。有
効なロケールは、en (英語)、ja (日本語)、zh (簡
体字中国語)です。

--non-interactive 非GUIモードでインストーラを起動します。

--silent-logs-dir directory インストーラのログファイルを、指定した
ディレクトリに書き込みます。

--state state_file .xml GUIインストーラによって記録された状態
ファイルを再生して、インストールセッション
をメッセージを表示せずに繰り返します。この
オプションを使用すれば、非GUIモードで製品
コンポーネントのサブセットをインストールで
きます。

--tempdir directory デフォルトで、インストーラは一時データを
/tmpディレクトリに抽出します。十分な空き容
量がシステムの /tmpディレクトリにない場
合、インストーラ用の別のディレクトリを指定
できます。

--use-alternative-root directory デフォルトのルートディレクトリ /ではな
く、指定したルートディレクトリにインス
トールします。代替ルートとして使用する
ディレクトリのフルパスを指定します。このオ
プションは、Solaris OSを実行するシステムでの
み有効です。

--verbose 詳細な出力をコンソールに書き込みます。

アンインストーラのコマンド行オプション
アンインストーラを起動するときの有効なオプションは次のとおりです。

--locale locale 指定した localeを使用して、アンインストーラ
のデフォルトロケールをオーバーライドしま
す。有効なロケールは、en (英語)、ja (日本
語)、zh (簡体字中国語)です。このオプションは
GUIアンインストーラでのみ有効です。

--non-interactive アンインストーラを非GUIモードで実行し、イ
ンストール済みのソフトウェアコンポーネント
をアンインストールします。

--output output_file アンインストーラのすべての出力を、指定した
ファイルに書き込みます。このオプションは
GUIアンインストーラでのみ有効です。

アンインストーラのコマンド行オプション
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--use-alternative-root directory デフォルトのルートディレクトリ /ではな
く、指定したルートディレクトリからアンイン
ストールします。このオプションは、非GUIア
ンインストーラでのみ有効です。

install_patches.shユーティリティーのコマンド行オプ
ション

install_patches.shユーティリティーを起動するときの有効なオプションは次のと
おりです。

-G パッチを現在のゾーンのパッケージにのみ追加
します。ユーティリティーを大域ゾーンで実行
する場合、このオプションを使用する
と、パッチはそのゾーンでのみ使用可能になり
ます。

-p Oracle Solaris Studio製品のパッチをインストール
します (ある場合)。このオプションを指定
し、使用可能なパッチがない場合、そのことを
示すメッセージが表示されます。

-l locale 指定した localeを使用して、ユーティリ
ティーのデフォルトロケールをオーバーライド
します。有効なロケールは、en (英語)、ja (日本
語)、zh (簡体字中国語)です。

-R directory パッチを、デフォルトのルートディレクトリ /

ではなく、指定したルートディレクトリにイン
ストールします。代替ルートとして使用する
ディレクトリのフルパスを指定します。

-h オプションに関する情報を表示します。

install_patches.shユーティリティーのコマンド行オプション
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スワップ空間の追加

スワップ空間の追加
ソフトウェアのインストール先のシステムに、最低限必要な 1Gバイトのスワップ空
間がない場合は、次の手順でスワップ空間を追加してください。

▼ Solarisシステムでのスワップ空間の追加
次のように入力し、スーパーユーザー (root)になります。
% su

Password: root-password

スワップ空間を追加するために、次のコマンドで特定のディレクトリにファイルを
作成します。
mkfile number[m|k|b] /directory/swap-file-name

ここで、numberにはスワップ空間の容量を指定し、これに続けて容量の単位 (Mバ
イトの場合は m、Kバイトの場合は k、ブロックの場合は b)を入力します。directory
には、スワップ空間の追加権限が与えられているディレクトリを指定しま
す。swap-file-nameには、作成するスワップファイルの名前を指定します。

たとえば、fooディレクトリに 16mswapという名前の 16Mバイトのスワップファイル
を作成するには、次のようにします。

mkfile 16m /foo/16mswap

詳細は、mkfile(1M)のマニュアルページを参照してください。

次のように入力し、ファイルが作成されたかどうか確認します。
ls -l /directory/swap-file-name

B付 録 B
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新しいファイルがディレクトリに表示されます。次に例を示します。

ls -l /foo/16mswap
-rw------T 1 root other 16777216 Dec 12 14:24 /foo/16mswap

追加のスワップ空間を指定する場合は、次のように swapコマンドを入力して実行し
ます。
swap -a /directory/swap-file-name

次のように入力し、スワップ空間が追加されたかどうか確認します。
swap -s

出力には、割り当てられたスワップ空間が表示されます。次に例を示します。

swap -s

total: 289336k bytes allocated + 27008k reserved = 316344k used, 298336k available

▼ Linuxシステムでのスワップ空間の追加
次のように入力し、スーパーユーザー (root)になります。
% su

Password: root-password

スワップ空間を追加するために、次のコマンドで特定のディレクトリにファイルを
作成します。
dd if=/dev/zero of=/dir/myswapfile bs=1024 count=number_blocks_needed

dirには、スワップ空間の追加権限が与えられているディレクトリを指定しま
す。myswapfileには、作成するスワップファイルの名前を指定しま
す。number_blocks_neededには、作成するファイルの容量を 1024バイトの大きさのブ
ロック数で指定します。詳細は、dd(1)のマニュアルページを参照してください。

次のように入力し、ファイルが作成されたかどうか確認します。
ls -l /dir/myswapfile

新しいファイルがディレクトリに表示されます。

次のように入力し、新しいスワップ空間を初期化します。
mkswap /dir/myswapfile

詳細は、mkswap(8)のマニュアルページを参照してください。

次のように入力して swaponコマンドを実行し、ページングおよびスワッピング用に
新しいスワップ空間を使用できるようにします。
swapon -a /dir/myswapfile
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次のように入力し、スワップ空間が追加されたかどうか確認します。
swapon -s

出力には、割り当てられたスワップ空間が表示されます。

6

スワップ空間の追加
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Oracle Solaris 12.2のコンポーネントと
パッケージ

この付録では、Oracle Solaris Studio 12.2ソフトウェアを構成するコンポーネント、お
よびパッケージの一覧を示します。

表C–1には、SPARCシステム版 Solaris OS用のOracle Solaris Studio 12.2ソフトウェア
のパッケージ構成とコンポーネント情報を示します。

表C–2には、x86システム版 Solaris OS用のOracle Solaris Studio 12.2ソフトウェアの
パッケージ構成とコンポーネント情報を示します。

表C–3には、Linuxプラットフォーム用Oracle Solaris Studio 12.2のRPMパッケージと
コンポーネント情報を示します。

表 C–1 SPARCシステム用のOracle Solaris Studio 12.2のコンポーネントおよびパッケージ

コンポーネント パッケージ

CおよびC++コンパイラ SPRO-12u2-cc

SPRO-12u2-c++

SPRO-12u2-c++-libs

Fortranコンパイラ SPRO-12u2-fortran

SPRO-12u2-f90-libs

dbxデバッガ SPRO-12u2-dbx

dbxtool SPRO-12u2-dbxtool

dmake SPRO-12u2-dmake

IDE SPRO-12u2-studio-ide

SPRO-12u2-netbeans

DLight可観測性ツール SPRO-12u2-dlight

C付 録 C
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表 C–1 SPARCシステム用のOracle Solaris Studio 12.2のコンポーネントおよびパッケージ
(続き)
コンポーネント パッケージ

パフォーマンスおよびスレッド解析ツール SPRO-12u2-analyzer

数学ライブラリ SPRO-12u2-math-libs

サポートファイル SPRO-12u2-backend

SPRO-12u2-studio-common

Performance Library SPRO-12u2-perflib

ScaLAPACK SPRO-12u2-scalapack

ローカリゼーション SPRO-12u2-studio-ja

SPRO-12u2-studio-zhCN

表 C–2 x86システム用のOracle Solaris Studio 12.2のコンポーネントおよびパッケージ

コンポーネント パッケージ

CおよびC++コンパイラ SPRO-12u2-cc

SPRO-12u2-c++

SPRO-12u2-c++-libs

Fortranコンパイラ SPRO-12u2-fortran

SPRO-12u2-f90-libs

dbxデバッガ SPRO-12u2-dbx

dbxtool SPRO-12u2-dbxtool

dmake SPRO-12u2-dmake

IDE SPRO-12u2–studio-ide

SPRO-12u2–netbeans

DLight可観測性ツール SPRO-12u2-dlight

パフォーマンスおよびスレッド解析ツール SPRO-12u2-analyzer

数学ライブラリ SPRO-12u2-math-libs

サポートファイル SPRO-12u2-backend

SPRO-12u2-studio-common

Performance Library SPRO-12u2-perflib

ScaLAPACK SPRO-12u2-scalapack

Oracle Solaris 12.2のコンポーネントとパッケージ
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表 C–2 x86システム用のOracle Solaris Studio 12.2のコンポーネントおよびパッケージ (続き)
コンポーネント パッケージ

ローカリゼーション SPRO-12u2-studio-ja

SPRO-12u2-studio-zhCN

表 C–3 Linuxプラットフォーム用のOracle Solaris Studio 12.2のコンポーネントおよびRPM
パッケージ

コンポーネント RPM

CおよびC++コンパイラ solstudio12u2-cc-12.2-1

solstudio12u2-c++-12.2-1

solstudio12u2-c++-libs-12.2-1

Fortranコンパイラ solstudio12u2-fortran-12.2-1

solstudio12u2-f90-libs-12.2-1

dbxデバッガ solstudio12u2-dbx-12.2-1

dbxtool solstudio12u2-dbxtool-12.2-1

dmake solstudio12u2-dmake-12.2-1

IDE solstudio12u2-studio-12.2-1

solstudio12u2-netbeans-12.2-1

パフォーマンスおよびスレッド解析ツール solstudio12u2-analyzer-12.2-1

サポートファイル solstudio12u2-backend-12.2-1

solstudio12u2-studio-common-12.2-1

solstudio12u2-compiler-oslibs-12.2-1

Performance Library solstudio12u2-perflib-12.2-1

ScaLAPACK solstudio12u2-scalapack-12.2-1

ローカリゼーション solstudio12u2-studio-ja-12.2-1

solstudio12u2-studio-zhCN-12.2-1

Oracle Solaris 12.2のコンポーネントとパッケージ
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パッチの識別番号と説明

Oracle Solaris Studio 12.2ソフトウェアには、オペレーティングシステムのパッチが用
意されています。これらは、このリリースのコンパイラとツールを適切に操作する
ために必要なパッチです。この付録では、このリリースに含まれている Solaris OSの
パッチを一覧で示します。これらのパッチをシステムにインストールしていない場
合は、install_patchesスクリプトを使用してインストールできます。このスクリプ
トは、インストーラのあるディレクトリに含まれます。

表D–1には、SPARCシステム版 Solaris 10 OS用の必須パッチのパッチ識別番号と説明
を示します。

表D–2には、x86システム版 Solaris 10 OS用の必須パッチのパッチ識別番号と説明を
示します。

ソフトウェアの使用に影響する可能性があるかどうかにかかわらず、特定の問題を
解決する追加のパッチ (製品ダウンロードファイルまたは製品DVDに含まれない)を
インストールすることをお勧めします。推奨されるパッチをインストールするに
は、SunSolve (http://sunsolve.sun.com)からパッチをダウンロードして、そのパッチ
に付属するREADMEファイルの手順に従います。READMEファイルにはリスクに関
する重要な情報と適切な手順が記載されています。

表D–3には、SPARCシステム版 Solaris 10 OS用の推奨パッチのパッチ識別番号と説明
を示します。

表D–4には、x86システム版 Solaris 10 OS用の推奨パッチのパッチ識別番号と説明を
示します。

表 D–1 SPARCシステム版 Solaris 10 OS用の必須パッチ

パッチ識別番号 パッチの説明

118683-05 アセンブラおよび libxprofパッチ
(-xprofile オプションで必要)

D付 録 D
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表 D–1 SPARCシステム版 Solaris 10 OS用の必須パッチ (続き)
パッチ識別番号 パッチの説明

120753-08 libmtskのパッチ

119963–20 C++用共用ライブラリのパッチ

表 D–2 x86システム版 Solaris 10 OS用の必須パッチ

パッチ識別番号 パッチの説明

119961-07 アセンブラおよび libxprofパッチ
(-xprofile オプションで必要)

120754–08 libmtskのパッチ

119964–20 C++用共用ライブラリのパッチ

表 D–3 SPARCシステム版 Solaris 10 OS用の推奨パッチ

パッチ識別番号 パッチの説明

127127–11 カーネルパッチSolaris 10 08/07リリースよりも前の
Solaris 10 OSリリースを実行するシステムで、コンパ
イラの注釈 (-xannotate=yes)を正常に動作するに
は、このパッチが必要です。

表 D–4 x86システム版 Solaris 10 OS用の推奨パッチ

パッチ識別番号 パッチの説明

127128–11 カーネルパッチSolaris 10 08/07リリースよりも前の
Solaris 10 OSリリースを実行するシステムで、コンパ
イラの注釈 (-xannotate=yes)を正常に動作するに
は、このパッチが必要です。

137122–01 カーネルパッチSolaris 10 10/08リリースよりも前の
Solaris 10リリースを実行し、パッチ 127112または
127128がインストールされているシステムで、シグ
ナル処理を使用するアプリケーションを dbxデバッガ
を使用してデバッグするには、このパッチが必要で
す。

パッチの識別番号と説明
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Oracle Solaris Studio 12.2コンポーネントの
バージョン番号

この付録では、Oracle Solaris Studio 12.2ソフトウェアのコンポーネントのバージョン
番号を示します。

表 E–1 Oracle Solaris Studio 12.2コンポーネントのバージョン番号

コンポーネント バージョン番号

Cコンパイラ 5.11

C++コンパイラ 5.11

Fortran 95コンパイラ 8.5

dbxデバッガ 7.8

dbxtool 0.10

DLight 2.0

dmake 8.0

IDE 9.0

Locklint 2.6

OpenMPサポート 3.0

パフォーマンスアナライザ 7.8

C++標準ライブラリ 5.11

STLport 4.5.3

Sun Performance Library 2010/08/11

スレッドアナライザ 7.8

Tools.h++ 7.1.0
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